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令和8年 第2回定例会
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●委員会構成が決まりました
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港区議会
〒105-8511　港区芝公園1-5-25
電話 03-3578-2920　FAX 03-3578-2932

◯ホームページ
https://www.gikai.city.minato.tokyo.jp/

◯フェイスブック
https://www.facebook.com/minatokugikai/

●表紙の写真●　第19回港区観光フォトコンテスト受賞作品　作品名「東京スカイランタン」（お台場海浜公園）　高島 賢 さん

表紙をあなたの写真で飾りませんか？
【写真のテーマ】私が好きな港区の風景
（発行月（次回発行予定の11月）の季節にあった風景）
【応募フォームのURL】

https://logoform.jp/form/Mt5V/339622
【応募締切】令和8年10月13日

区議会事務局議会広報担当　  
電話 03-3578-2920

問い合わせ

港区議会では、区民の皆様により分かりやすい情報発信を行うため、区議会広報に関する
アンケートを実施しています。皆様からいただいたご意見・ご感想は、今後の広報活動の充
実・改善に活用させていただきます。右記の二次元コードまたはURL からご回答ください。

【回答フォームのURL】 
https://logoform.jp/form/Mt5V/1659046

【回答期限】令和8 年 8月31日
【所要時間】約3分

区議会広報に関するアンケートにご協力ください

Webでの回答が難しい場合は、下記の問い合わせまでご連絡ください。
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会議日程

定例会の概要

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

月　日 会　議　名 内　容

6 月 16日 議会運営委員会
本会議

会期決定　諸報告
代表・一般質問 4人

6月 17日 本会議
議会運営委員会

代表・一般質問 9人
議案等付託

6月 19日

総務常任委員会
保健福祉常任委員会
区民文教常任委員会

議案等の審査

建設常任委員会 視察

6月 22日 総務常任委員会
建設常任委員会 議案等の審査

6月 23日 総務常任委員会
建設常任委員会 請願等の審査

6月 25日

4常任委員会
6特別委員会 委員長報告・中間報告等

議会運営委員会
本会議

議案等の議決
4常任・議会運営委員選任

4常任委員会
議会運営委員会 正副委員長互選

【令和8年第2回定例会】
●代表・一般質問　　→P4～ 9「代表・一般質問」

（動画配信）

●議案等の審議　　→P12～13「議案等の審議結果」

（議案一覧）

●請願　　→P13「皆さんから提出された請願

（請願一覧）

区長、教育長に対して、計 13 名の議員から代表・一般質問が行われました。

1件を採択、14 件を継続審査としました。

条例改正、補正予算など41件を原案どおり可決・承認、1件を継続審査としました。
そのほか、任期満了に伴う常任委員会・議会運営委員会委員をそれぞれ選任するとともに、委員長・副委員長の
互選が行われました。
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議会の構成　※各委員会は、委員長・副委員長・委員（議席番号順）で表記しています。

常任委員会

総　　　　務

◎ 新　藤　加　菜（ 保守 ）

○ 榎　本　あゆみ（ 未来 ）

とよ島 くにひろ（ 参政 ）

森　けいじろう（れいわ）

野　本　たつや（ 公明 ）

小　倉　りえこ（ 小倉 ）

鈴　木　たかや（ 自民 ）

二　島　豊　司（ 自民 ）

保　健　福　祉

◎ なかね　　　大（ 公明 ）

○ 根　本　ゆ　う（ 保守 ）

ませ　のりよし（ 自民 ）

福　島　宏　子（ 共産 ）

兵　藤　ゆうこ（ 立憲 ）

なかまえ　由紀（ 未来 ）

七　戸　じゅん（ 未来 ）

池　田　こうじ（ 自民 ）

建　　　　設

◎ ゆうき　くみこ（ 自民 ）

○ 丸山　たかのり（ 公明 ）

さいき　陽　平（ 未来 ）

玉　木　まこと（ 未来 ）

土　 屋　　　 準（ 自民 ）

風　見　利　男（ 共産 ）

榎　 本　　　 茂（ 保守 ）

うかい　雅　彦（ 自民 ）

区　民　文　教

◎ やなざわ　亜紀（ 自民 ）

○ 白　石　さと美（ 保守 ）

琴　尾　みさと（ 都ファ ）

三　田　あきら（ 自民 ）

石　渡　ゆきこ（ 未来 ）

阿　部　浩　子（ 立憲 ）

池　田　たけし（ 公明 ）

清　原　和　幸（ 自民 ）

環境等対策 海外修学旅行調査

◎ 池　田　たけし（ 公明 ）

○ 七　戸　じゅん（ 未来 ）

三　田　あきら（ 自民 ）

石　渡　ゆきこ（ 未来 ）

◎ 鈴　木　たかや（ 自民 ）

○ 新　藤　加　菜（ 保守 ）

さいき　陽　平（ 未来 ）

ませ　のりよし（ 自民 ）

根　本　ゆ　う（ 保守 ）

二　島　豊　司（ 自民 ）

うかい　雅　彦（ 自民 ）

玉　木　まこと（ 未来 ）

丸山　たかのり （ 公明 ）

清　原　和　幸（ 自民 ）

特別委員会

防災・危機管理等安全対策

◎ 石　渡　ゆきこ（ 未来 ）

○ 清　原　和　幸（ 自民 ）

なかね　　　大（ 公明 ）

やなざわ　亜紀（ 自民 ）

榎　本　あゆみ（ 未来 ）

土　 屋　　　 準（ 自民 ）

風　見　利　男（ 共産 ）

榎　 本　　　 茂（ 保守 ）

こどもまんなか・少子化等対策

◎ うかい　雅　彦（ 自民 ）

○ 野　本　たつや（ 公明 ）

とよ島 くにひろ（ 参政 ）

新　藤　加　菜（ 保守 ）

森　けいじろう（れいわ）

さいき　陽　平（ 未来 ）

玉　木　まこと（ 未来 ）

池　田　こうじ（ 自民 ）

ＤＸ推進・行財政等対策

◎ 阿　部　浩　子（ 立憲 ）

○ 三　田　あきら（ 自民 ）

琴　尾　みさと（ 都ファ ）

小　倉　りえこ（ 小倉 ）

鈴　木　たかや（ 自民 ）

根　本　ゆ　う（ 保守 ）

丸山　たかのり（ 公明 ）

なかまえ　由紀（ 未来 ）

交通等対策

◎ 福　島　宏　子（ 共産 ）

○ ませ　のりよし（ 自民 ）

白　石　さと美（ 保守 ）

兵　藤　ゆうこ（ 立憲 ）

ゆうき　くみこ（ 自民 ）

二　島　豊　司（ 自民 ）

七　戸　じゅん（ 未来 ）

池　田　たけし（ 公明 ）

議長   土屋 　準　 副議長   玉木 まこと　 監査委員   二島 豊司 ◎委員長　　○副委員長

議会運営委員会

◎ 池　田　こうじ（ 自民 ）

○ なかまえ　由紀（ 未来 ）

さいき　陽　平（ 未来 ）

丸山　たかのり（ 公明 ）

二　島　豊　司（ 自民 ）

榎　 本　　　 茂（ 保守 ）

うかい　雅　彦（ 自民 ）

会派名及び構成人数

自民
＝自民党議員団 （10 人）

未来
＝みなと未来会議 （6 人）

保守
＝港区保守系議員団 （4 人）

公明
＝公明党議員団 （4 人）

立憲
＝立憲民主党議員団 （2 人）

共産
＝共産党議員団 （2 人）

れいわ
＝港区れいわ新選組 （1 人）

都ファ
＝都民ファーストの会 （1 人）

小倉
＝小倉　りえこ （1 人）

参政
＝参政党の会 （1 人）
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Q. 世代間のバランスの取れた政策展
開について

A. 区民、地域団体、企業の意見や実
情を把握し、あらゆる世代の暮ら
しを支える、世代間のバランスの
取れた政策を展開する。

Q. 内部統制部門における情報収集と
取組対象事務について

A. 不適正事案は内部統制部門が原因
分析し、外部助言には担当部門が
対応し適正事務に努める。

Q. 子どもの権利を擁護する第三者機
関の設置について

A. 条例により第三者機関を設置する
先行自治体を調査し、子どもの権
利を守るための条例制定と第三者
機関の設置を検討する。

Q. 港区町会・自治会連合会の自律性
と区の関わりについて

A. 区は、事務局として連合会の運営
をサポートしており、会則の規定
に従い、組織の自律性を尊重して、
適切に事務を行っている。

Q. 羽田空港新飛行経路アンケート結
果と国及び近隣自治体との関係に
ついて

A. 約 3 万 5 千通、回答率は約 23％と、
多くの区民の皆様からご意見やご
要望をいただき、現在、内容の確
認を行っている。今後、近隣区な
どと、取組状況を共有・連携し固
定化回避の早期実現に向けて取り
組む。

Q. 区役所の交通手段について
A. ちぃばすのルート変更、ダイヤ改

正等の運行改善、オンラインサー
ビス及び本庁との連携により、利
便性向上に努める。

Q. 観光政策における外国人観光客の
マナーやルールについて

A. 多言語冊子や啓発動画で外国人観
光客へマナーを周知し、スマート
ごみ箱等の環境整備も進めて、快
適な都市観光の実現を目指す。

Q. 民泊・旅館業法について
A. 民泊の調査や無人旅館業施設の緊

急時の対応確認時に指導するとと
もに、国への要望や苦情分析を踏
まえ区に適した民泊規制強化を検
討する。

Q. 区民への観光施策について
A. 区民向けツアーや江戸文化活用事

業を通じ、歴史や文化の魅力を体
験する機会を充実させ、シビック
プライドの醸成を推進する。

Q. 水辺整備推進担当部長の設置によ
る水辺政策の進展について

A. 東京都や近隣区と連携を強化し、
舟運活性化や遊歩道整備等の水辺
の魅力を生かす街づくりを進め
る。

Q. 区道等へのベンチ設置について
A. 区道や公園、公開空地へベンチ設

置を進め、位置地図を公開。道路
管理者への要請や民間開発での誘
導で外出環境を整備する。

Q. 区道の放置看板対策について
A. 商店街や警察と連携した巡回に加

え、実態調査に基づき、段階的措
置で道路法による除却を進める。

Q. 防災と国民保護について
A. 国や東京都、関係機関と連携した

訓練参加や研修を通じ、多様化す
る危機への対応力向上と連携強化
に取り組む。

■ ■ 自民党議員団 ■ ■

区役所改革と今後の区政について

Q. 持続可能な区役所への改革におけ
る非開示事項の在り方について

A. 賃料等については非公開とする必
要があると判断する。

Q. 総合支所における防災力の維持・
向上について

A. 施設を所管する部門が、総合支所
でなく本庁の部に変更となって
も、災害初動時の対応に違いは生
じないものと考えている。

Q. 全町会・自治会長向け説明会の経
緯と結果について

A. 6 月 5 日に説明会を実施した。改
革に要する費用や効果検証などに
関するご意見をいただいた。

Q. 働きやすい環境について
A. 執務空間の整備と執行体制の見直

しを一体的に進めることで、働き
やすい職場を実現し、区民サービ
スの向上を目指す。

Q.18 歳以上の障害のある方への支
援について

A. 医療的ケアが必要な 19 歳以上の
障害者が 110 人で、登録者数が 1
日の利用定員を上回っており、医
療的ケアを必要とする障害者への
支援の充実について、令和 8 年度
に策定する次期港区地域保健福祉
計画の中で打ち出す。

代表・一般質問
※代表・一般質問は要約して掲載しています。詳しくは、右の
　二次元コードを読み取り「動画配信」をご覧ください。

6 月 16・17日
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Q. 地域防災協議会に対する補助につ
いて

A. 各地域防災協議会の声や、令和 8
年度の補助金拡充の実績を検証
し、必要に応じて見直しを検討す
る。

Q. 入学時期の負担軽減策について
A. 教育費用無償化を進める中、新入

学期の負担軽減施策の早期実現へ
向け、区長部局と連携し対象範囲
や手法など制度設計を深める。

Q. 中高一貫校について
A. アンケートで区民ニーズを把握

し、東京都との協議や既存の教育
施策を踏まえ、令和 8 年度、区
ならではの中高一貫校の方針を示
す。

Q. 課長事務取扱参事への任用人事に
おける区長の意思について

A. 総合調整や重要施策の推進が求め
られる困難度の高い事務を取り扱
わせる。

Q. 管理職昇任者の再就職・派遣につ
いて

A. 多様な経験を積ませ、人材育成と
区政への成果還元を進める。

Q. 退職管理職を外郭団体に再就職さ
せる際の基準について

A. 退職管理職の外郭団体紹介は、団
体の要望や本人の意向、区政全体
の人材バランスを勘案し総合的に
判断する。

Q. AI 戦略担当課長の設置について
A. 人手不足等の課題に対し、AI 戦略

担当課長を新設し、民間専門人材
の知見を生かして庁内横断で DX
を推進し、区民サービスを向上す
る。

Q. 女性管理職 50％達成見込みにつ
いて

A. 現在の女性管理職割合は 20％。
50％達成に向け取組を進めてい
る。

Q. 外郭団体への関与について
A. 区による支援の目的や内容等を総

合的に勘案し、透明性や公平性を
確保する。外郭団体に関する検討
部会を設置、検討する。

Q. 港区民間協創制度及び MINATO
イノベーションパートナーズにつ
いて

A. 一体運用し、先端技術で実効性あ
る課題解決を図る。

Q. 産業振興施策とのシームレスな連
携について

A. 各部門の支援制度を有機的に結び
つけ、分野横断施策を推進。

Q. 家庭ごみや資源収集員の熱中症対
策について

A. 職員と委託業者へ熱中症対策用品
支給や休憩徹底等を行い、現場に
応じた安全対策を引き続き実施す
る。

Q. 障害者施策における障害者・児日
常生活用具給付制度の改善につい
て

A. 原則耐用年数内の再給付は認めな
い。合理的かつ効果的な場合個別
に対応する。

Q. 障害者施策における災害時避難行
動要支援者について

A. 専門職が全対象者の意向確認と作
成支援を行い、計画作成と名簿登
録を着実に進める。

Q. 精神障害者の受給者証発行事務に
ついて

A. 令和 9 年 4 月以降、障害者福祉課
が担う。

Q. いじめ対策について
A. 見守りやアンケート等の日常的な

取組に加え、新たな研修を実施。
関係機関と連携し、学校と一体で
いじめ防止を推進し、また教育委
員会と区長部局は円滑かつ迅速な
情報共有により区長部局と教育委
員会の連携を深め、一体となって
いじめの未然防止や早期解決を目
指す。また、いじめの対応に関す
る相談窓口への相談により、保護
者の理解を深め、解決につなげて
いく。

Q. 新規事業の企画立案における課題
について

A. 庁内で十分な議論を重ね、精度の
高い制度設計を行っている。所管
の課題整理や分野横断的な議論で
新規事業の精度を高め、区民や区
議会への丁寧な情報提供と説明責
任を果たす。

Q. 公金支出にあたり、情報開示への
配慮への認識は

A. 本件契約及び支出手続に問題はな
いと考える。公金の適正執行と透
明性確保に努めつつ、情報公開条
例等に基づき非公開情報を精査し
適正な情報管理を行う。

Q. 学校現場を守る取組について
A. 教育委員会の自主性を尊重しつつ

連携を強化する。

■ ■ みなと未来会議 ■ ■

区民や事業者への経済支援に
ついて

Q. 中小事業者への経営支援策を
A. 緊急支援融資の拡大を行うなど資

金繰りを強力に後押しする。
Q. 区民への経済支援策もすべき
A. タイムリーな支援を迅速かつ柔軟

に行っていく。

地球温暖化対策について

Q. 港区気候非常事態宣言を機に今後
どのような取組を行うか。

A. 全庁横断的な脱炭素施策を一層推
進していく。
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モーニングスクールについて

Q. 効果や今後の方向性について
A. 利用状況やニーズをもとに実施内

容の充実を検討していく。

民泊規制について

Q. 民泊への区の見解について
A. 国の動向を注視し、区に適した規

制を検討していく。

先進的な子育て推進区としての
姿勢ついて

Q. 日本をリードする子育て施策をす
べき

A. 日本の先頭に立ち全庁一丸となり
取り組む。

Q. チャイルドシート付き電動自転車
の補助制度を創設すべき

A. 安全対策含め検討する。

Q. 第 2 子以降の育児休業中でも継続
して保育園に通園できるべき

A. 課題を整理し見直す。
Q. 閉園保育施設を有効活用し大型遊

具のある遊び場を整備すべき
A. 積極的に検討する。

共働き家庭を前提とした
学校運営について

Q. 学用品の推奨品は撤廃。やむを得
ない場合はみなトク PAY が利用
できる店舗のみとすべき

A. 保護者負担軽減策の検討と利便性
向上に取り組む。

Q. アナログなプールカードをデジタ
ル化にすべき

A. 7 月の校園長会で周知し効率化、
利便性向上に取り組む。

Q. オンライン授業を推進すべき
A. ガイドライン策定を検討。
Q. 学校施設開放における統一ルール

を策定すべき
A. 情報収集し研究する。

オンライン化 100% に向けた
取組について

Q. イベント申し込みのデジタル化に
ついて

A. 速やかな実現を目指す。

港区における公共施設整備に
ついて

Q. 施設整備を各施設所管が個別に検
討するのではなく、地域の将来需
要も踏まえ、複合化や集約化、高
度利用を全庁的に検討すべき

A. 全庁横断的に戦略的でフレキシブ
ルな施設整備を進めていく。

酷暑化への対応について

Q. サンシェードや日よけを進め、安
心して遊べる環境づくりを

A. 遊具を利用した日よけの設置に向
け、技術的な検証をしている。

いじめ相談体制の強化について

Q. 新設されるいじめ相談窓口を活用
し、いじめ対策の拡充を

A. 区と教育委員会が連携し、いじめ
防止、解決の体制を強化する。

区立学校における日本語学級に
ついて

Q. 麻布地区の 3 校にだけでなく日本
語学級の拠点校の拡大を

A. 中学校での設置検討を進め、小学
校での必要性も検討する。

区立幼稚園の預かり時間拡充に
ついて

Q. 全区立幼稚園で預かり時間の拡充
をすべき

A. 預かり保育時間の拡大は効果があ
ると認識しており、ニーズ等を検
証し課題を整理していく。

Q. 熱中症対策の拡充を
A. コンビニなどへのクーリングシェ

ルターの拡充を進めていく。

Q. 暑さ対策として街路の木陰の確保
を進めるべき

A. 日照を遮る樹木を選定するなど、
今後進めていく。

再開発に関する物価・建設費
高騰の影響について

Q. 建設費等の高騰により、公共施設
の整備の入札不調が起こる等物価
高騰が再開発にも影響し始めてい
るが区の受け止めは

A. 再開発事業が円滑に推進されるよ
う、再開発準備組合等に対し、適
切に指導・誘導していく。

マンション施策の現状と展開に
ついて

Q. マンション総合調整担当新設の今
後の取組について

A. 窓口相談等で見えてきた課題に対
する施策を区全体で検討する。

新たな感染症への備えについて

Q. 新たな感染症に対する平時からの
備えをすべき

A. 検査能力の強化と専門人材の育成
などを進めている。

区役所改革について

Q. 改革に期待する効果や今直面して
いる課題等について

A. 行政ニーズに的確に対応できる体
制を確保し、効率的な業務執行体
制を構築する。

MINATO ビジョン策定と
地域事業について

Q. 各地区が独自に実施してきた地域
事業を今後どのように考えていく
のか

A. 引き続き取組を進める。
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A. 公式ホームページ等で注意喚起を
行うほか、係留施設への周知も実
施する。標旗のある船舶のみ停泊
できるルールだが、警戒船を配置
して警戒体制を整える。

港区立中高一貫校の新設に
ついて

Q. 法改正により都立高校の定員数
が減少するため公立中高一貫校の
ニーズが一層高まっていると考え
るが区の考えと今後について

A. アンケート結果から高い関心と
ニーズがあると受け止めている。

Q. 教育長自身が東京都にどのような
働きかけを行ってきたのか

A. 学校教育法に基づき東京都との綿
密な連携が必要と認識している。
現在は教育長本人ではなく部下を
派遣しているが、今後は方針を踏
まえ、自らが先頭に立って対応し
ていく。

教員による盗撮等不適切行為の
対策について

Q. 過去に港区に勤務していた教員が
盗撮によって逮捕・報道された件
を受けて、改めて児童生徒の安全
確保と教育現場の信頼回復の両立
に向けての取組について

A. 死角排除や密室指導の禁止、情報
端末機器の管理などチェックシー
トを用いて子どもの安全確保と保
護者の信頼回復に努める。

訪問介護職員等の安全確保策に
ついて

Q. ケアマネジャーや訪問介護職員に
対する暴力行為やハラスメント実
態把握および対応策は

A. 事業者連絡協議会等を通じ、実態
把握に努める。スケッターの活用
も含めて、複数人訪問などの安全
確保等の強化を検討する。

■ ■ 港区保守系議員団 ■ ■

区内保育園における
日本国旗の扱いについて

Q. 国の定める保育所保育指針では、
自国の国旗に親しむ取組を行うと
されているが、現状は国旗掲揚す
ら行われていない。今後の方針は

A. 自国の国旗に親しむ取組をさらに
充実させる観点から、保育園への
国旗配付を含め、卒園祝い式での
掲揚も念頭に、積極的な支援を行
う。

平和教育について

Q. 片方の立場だけを学ぶ平和教育は
何の意味もない。多面的で現実的
な安全保障について学ぶべきと考
えるが、今後の方針は

A. 学習指導要領に基づき、自衛隊が
果たす役割を教えているが、改め
て各学校に指導していく。

区有地を特定事業者に無償で
貸し付け続けている件について

Q. 芝浦三丁目鹿島橋周辺の区有地
は、過去の議会審議の条件から逸
脱した運用が続き、民間事業者へ
無償貸付が続いている。さらに議
会の議決を経ずに地目変更や契約
期間の延長が行われていることか
ら、住民監査請求も行った。この
ような無償貸付の継続は適切で
はないと考えるが区の認識は

A. 現在、契約期間の短縮に向けて漁
業組合と調整している。有償貸付
は、今後話し合っていく。

東京湾大華火祭について

Q.カヌーやSUP＊での鑑賞について、
現行法では懐中電灯のみで夜間に
漕ぎ出すことが可能である。非動
力船における安全対策は

介護への備えについて

Q. 高齢者とその家族が介護や介護生
活の実態等について事前に学び、
備えるための環境づくりを積極的
に進めてはいかがか

A. 介護への備えを具体的に考えられ
るよう公開講座を充実させてい
く。

■ ■ 公明党議員団 ■ ■

区内中小企業の支援について

Q. 緊急要望した事業を守るためのさ
らなる寄り添った対応や支援を

A. 相談を通じきめ細かく聴き取り、
需要に即した支援策を講じる。

行政職員の防災力向上について

Q. 災害対策士の活用を含め職員の防
災能力向上の取り組みは

A. 災害対策士の資格取得は、その効
果や実効性を踏まえ検討し、職員
の防災力向上に取り組む。

将来に向けた持続可能な
区役所改革における
執務環境整備について

Q. 分庁舎移転の今こそ、本庁舎執務
環境の課題の抜本的解決を

A. 区民サービスの質向上に向け、共
有エリアなど環境整備を進める。

港区社会福祉協議会の
執務環境整備について

Q. 区民と職員の両方の利便性を考慮
した執務スペースの拡充を

A. 相談カウンターの新規設置、執務
スペースの拡充など進める。

障がい施設利用の高齢化について

Q. 障がい者入所施設における利用者
の高齢化・重度化により、実態に
即した支援が必要と考えるが伺う

A. 今後、入所者の実態をより詳細に
把握し、支援の検討を進める。

＊ SUP：Stand Up Paddleboard（スタンドアップパドルボード）の略称で、大きめのサーフボードの上に立ち、パドルを使って海や川等の水面を漕ぎながら進むアクティビティのこと。
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民間 DV 被害者支援団体への
支援について

Q. DV 被害者、同伴の子どもが日常
の生活に困らないための民間団体
への支援について

A. ニーズを踏まえた上で安定した運
営ができるよう補助金の拡充を検
討していく。

物価高対策に伴う
みなトク PAY 支援策について

Q. 地域経済の活性化を図る支援策に
ついて

A. 低所得世帯や子育て世帯を含む区
民の消費生活の支援へ取り組む。

爪ケアの取組について

Q. 健康づくりや介護予防の観点から
爪や足の健康を保つ事は重要だが
さまざまな課題を踏まえた今後の
取組は

A. 区ホームページで足と爪の健康に
関する最新情報を周知していく。

区立小中学校と区内の大学との
連携について

Q. 今後の取組の方向性は
A. 大学と連携した発展的な学びを多

くの学校で展開していく。

■ ■ 共産党議員団 ■ ■

中東情勢の影響から経済とくらし、
命を守る緊急対策を

Q. 無利子、無担保、無保証人の融資
制度を緊急に創設すること

A. 創設は予定していない。
Q. 医療・介護・福祉現場の資材不足

に区の備蓄品から緊急支援を
A. 衛生用品など調達が難しいという

声に応じて、検討していく。

子どもの安全対策について

Q. 水筒の肩掛けによる事故を防ぐた
め、安全な方法を周知すべき

A. リュックへの収納などを基本と
し、周知・啓発を強化する。

オンライン学習について

Q. 非常災害時等にオンラインを活用
した学習支援を行うべき

A. 各学校にオンラインを積極的に実
施するよう働きかける。

小・中学校の生成AI活用について

Q. 発達段階に応じた利用ルールを学
校や家庭に周知すべき

A. 基本ルールを教員や保護者に周知
し、家庭と連携していく。

災害の復旧確認作業の事前手配を

Q. エレベーター、下水の復旧確認を
事前に事業者と手配する周知を

A. 平時から対応を周知徹底する。

HPV疾病への丁寧な個別通知を

Q. 15 歳未満での接種なら 2 回で完
了のため、中学 2 年の未接種者に
丁寧な接種勧奨を行うべき

A. 新たに通知を検討する。

■ ■ 立憲民主党議員団 ■ ■

中東情勢の悪化に伴う物価高
対策としての補正予算について

Q. 今回の補正予算編成の考え方につ
いて

A. 中小企業へ融資限度額の引き上
げ、子育て世帯や低所得者世帯へ
の支援、不登校対策等盛り込んだ。

首都直下地震の発生に備えた
区の減災対策について

Q. 国の動向を受け、区の特性を踏ま
えた減災対策について

A. 国の計画改定に先駆け、在宅避難
への備えの強化に取り組んでい
る。今後も、実効性のある減災対
策を推進していく。

高齢者の見守り体制強化について

Q. 制度の内容を必要な方に届けるた
め、周知や手続を見直すべき

A. 相談先やサービスを分かりやすく
伝え、要件や手続の見直しにより、
利用しやすくしていく。

シニア食堂の立上げ支援について

Q. 東京都の補助制度を活用し、立上
げに必要な経費を支援すべき

A. 東京都の補助制度を活用し、効果
的な支援策を検討する。

高齢者の熱中症予防について

Q. いきいきプラザ等への体水分計の
設置など、体水分量を意識できる
環境づくりに取り組むべき

A. いきいきプラザにおいて体水分計
の設置を検討する。

睡眠障害の認知向上について

Q. 今後どのような取組を進めていく
のか、区の見解を伺う

A. 区医師会と連携し、かかりつけ医
への相談を周知、ホームページに
て発信。

健康手帳の再開について

Q. 健康手帳「自分カルテ」冊子配布
の再開について

A. デジタル技術と紙媒体がもつ効果
的な健康管理支援を検討。

港区まちづくりマスタープラン
改定について

Q. 水辺を向いたまちづくりの視点
を、改定時に取り入れるべき

A. ハード・ソフト両面から水辺の魅
力を一層高める方針を示す。
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区有施設に女性用トイレの増設を

Q. 国土交通省ガイドラインに基づ
き、早急に女性用トイレの便器数
を男性用より増やすこと

A. 女性用の個数を男性用の小と大便
器の合計数以上とする。

CO2 排出量の削減強化について

Q.「港区気候非常事態宣言」を受け、
民生業務部門の削減強化を

A. 脱炭素化を後押しする取組を検討
する。

データセンターの建設について

Q. 住民の不安解消のため、広範な説
明会の開催を求めること

A. 事業者に対し丁寧な説明や情報を
提供するよう指導する。

芝公園4丁目にて工事中のデータセンター

Q. 事業者向けの指導要綱とガイドラ
インの作成を急ぐこと

A. 環境性能の確保や周辺市街地への
配慮を事業者に指導する。

旅館業法や民泊の規制の強化を

Q. 認可の際、住民説明会の開催を強
く指導すること

A. 近隣住民から開催を求められた場
合には、強く指導する。

保険者として国保制度を守ること

Q. 厚生労働省の通達どおり「国保逃
れ」を防止し、資格管理を徹底す
ること

A. 法令に基づき被保険者資格の管理
を徹底する。個々の議員において
も適切に対応されるべき。

■ ■ 港区れいわ新選組 ■ ■

不登校児童・生徒への健康確保の
視点からの支援について

Q. 不登校児童・生徒が学校給食を食
べられない現状、健康診断を受診
できていない現状認識と今後の支
援の強化について 

A. 給食に関する取組を対象家庭にさ
まざまな機会を捉えて周知してい
くとともに、受診状況の確認を丁
寧に行い、支援の充実を図る。

オンラインフリースクールの
利用料の助成について

Q. オンラインフリースクールの利用
料についても費用助成の対象とし
て支援を行うこと 

A. 東京都に対してオンラインフリー
スクールも助成の対象とするよう
働き掛けるなど、不登校支援の拡
充を検討していく。 

■ ■ 参政党の会 ■ ■

成年後見制度問題の調査に
ついて

Q. 成年後見問題を第三者調査すると
のことだが今後のプランを伺う

A. 第二東京弁護士会から岡田理樹弁
護士を推薦され、今後複数の弁護
士で対応し、学識経験者からも意
見や助言をもらう予定。5 月 29
日に検証を開始し、12 月を目途
に結果を発表する予定。

港区環境基本計画について

Q. 脱炭素を米国も中国も行わない中
で多くの税金を使って脱炭素を行
うより、区民が直接喜ぶような施
策に優先順位を変えた方が良いと
思うがいかがか

A. 環境施策の 5 つの分野はそれぞれ
が重要である。今後も世界情勢や
気候変動の動向を注視しつつ、多
角的な視点で検討する。

【各会派の連絡先】
不在の場合は、区議会事務局へ

電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 11

自民党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 2 7
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 0 9

みなと未来会議
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 8
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 8 5 4

港区保守系議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 6 0
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 6

公明党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 5
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 7

立憲民主党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 3 8
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 9

共産党議員団
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 4 5
F A X 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 47

港区れいわ新選組
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 61

都民ファーストの会
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 3 2 2 0

小倉  りえこ
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 3 2 10

参政党の会
電　 話 0 3 - 3 5 7 8 - 2 9 14



10

常任委員会の活動記録

●区長報告第 5号　専決処分について
港区立西麻布二丁目児童遊園整備工事請負契
約の変更
○大型車両から小型車両に変更したことによる
契約金額の減少理由

○工期が延びることの影響

●区長報告第 6号　専決処分について
清掃車の交通事故の損害賠償額の決定

●区長報告第 7号　専決処分について
清掃車の交通事故の損害賠償額の決定
○外国人運転手の有無
○清掃車の収集体制

●区長報告第 8号　専決処分について
土木作業車の交通事故の損害賠償額の決定

●区長報告第9号　令和7年度港区一般会計
予算繰越明許費繰越計算書
令和7年度の歳出予算の経費でその性質上又
は予算成立後の事由に基づき年度内に支出を終
わらなかった経費を翌年度へ繰り越し

●区長報告第10号　令和7年度港区一般会計
予算事故繰越し繰越計算書
令和7年度に支出負担行為を行った経費で、避
けることのできない事故のため年度内に支出を
終わらなかった経費を翌年度へ繰り越し
○カスハラ対策の現状と今後
○みなトクPAYの有効期限の周知

●議案第 36 号　港区個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例
区における個人番号を利用することができる事
務を追加する

●議案第 37号　港区長等の損害賠償責任の
一部免責に関する条例の一部を改正する条例
「地方自治法」等の一部改正に伴い、条例で引用
している条項番号を変更する
○条例を制定した背景
○条例の対象者

●議案第38号　港区職員の旅費に関する条例
の一部を改正する条例
職員に支給する宿泊費の支給限度額を引き上
げる

○旅費の近隣区との比較
○民間企業等との比較

●議案第48号　令和8年度港区一般会計補
正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ13億9,429万8千円を追加し、
総額をそれぞれ2,156億9,429万8千円とする

●議案第49号　令和8年度港区介護保険会
計補正予算（第1号）
歳入歳出それぞれ2億7,869万8千円を追加し、
総額をそれぞれ202億8,607万9千円とする
○いじめ相談窓口の制度設計の考え方
○私立小中学校等給食費相当支援給付金の東
京都の補助金見込み額

●議案第50号　工事請負契約の承認について
五之橋架替工事（護岸整備等）について、工事
請負契約の承認を求める
○区側と東京都側の費用負担

●議案第51号　工事請負契約の承認について
港区立高輪子ども中高生プラザ等機械設備改
修工事について、工事請負契約の承認を求める

●議案第52号　工事請負契約の承認について
港区みなと保健所機械設備改修工事について、
工事請負契約の承認を求める

●議案第53号　工事請負契約の承認について
港区立高松中学校電気設備改修工事（Ⅲ期）に
ついて、工事請負契約の承認を求める

●議案第54号　工事請負契約の変更について
東麻布一・二丁目地区電線共同溝整備工事に
ついて、契約金額を変更する

●議案第 55号　物品の購入について
港区芝浦港南地区総合支所等電話交換機等を
購入する
○落札額の差と購入物品の品質

●議案第 56号　物品の購入について
港区立みなと芸術センターグランドピアノ（ヤマ
ハ社製）を購入する

●議案第 57号　物品の購入について
港区立みなと芸術センターグランドピアノ（スタ
インウェイ＆サンズ社製）を購入する

○プロポーザルで選ばれた事業者の提案内容の
実現性

○区民の利用できる機会

●議案第 58号　物品の購入について
行政情報システム用ネットワーク機器を購入する
○ベンダーロックイン状態から抜け出す方法
○データセンターの位置

●議案第 59号　物品の購入について
携帯トイレセットを購入する
○本事業を活用した区の取組の周知
○入札参加が1者のみの理由

●議案第 60号　物品の購入について
図書館資料自動貸出機等を購入する

●議案第 61号　物品の購入について
港区立小学校及び港区立中学校学習机等を購
入する
○廃棄と再利用の基準
○次年度以降の買い替えのタイミング

●議案第 62号　物品の購入について
港区立小学校及び港区立中学校ちゅう房機器
を購入する
○まとめて発注した理由
○購入時に提示する条件

●議案第 63号　物品の購入について
港区立箱根ニコニコ高原学園ちゅう房機器を購
入する

●議案第 65号　損害賠償額の決定について
庁有車の交通事故の損害賠償額の決定を求
める
○不注意による事故であるかの確認

●議案第 66号　損害賠償額の決定について
清掃車の交通事故の損害賠償額の決定を求める

閉会中の委員会活動
◆主な報告事項
◇港区政80周年記念事業パートナーの募集及
び記念事業助成金

◇「将来に向けた持続可能な区役所への改革」
に係る民間ビルの借用

総 　 　 務

※�議案は概要のみ掲載しています。
詳しくは、左の二次元コードを読

　み取り「議案一覧」をご覧ください。

●議案名、概要
○主な質疑

●議案第 41号　港区児童福祉施設の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

国の「児童福祉施設の設備及び運営に関する
基準」等の一部改正を踏まえ、保育所の保育士
の配置基準等を変更する
○資格の違いによる業務内容や処遇の在り方
○区内保育施設の実態把握

●議案第 42号　港区一時保護施設の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例
「児童福祉法施行規則」の一部改正に伴い、条
例で引用している条項番号を変更する

保 健 福 祉
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○子ども家庭ソーシャルワーカーの資格取得
状況

●議案第 43 号　港区幼保連携型認定こども
園の学級の編制、職員、設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条
例
国の「幼保連携型認定こども園の学級の編制、
職員、設備及び運営に関する基準」の一部改正
を踏まえ、職員の配置基準を変更する
○区立・私立幼稚園への適用の可否
○主務保育教諭の配置の在り方等

●議案第 44 号　港区幼保連携型認定こども
園以外の認定こども園の認定の要件を定め
る条例の一部を改正する条例
国が定める幼保連携型認定こども園以外の認定
こども園の認定に係る基準の一部改正を踏まえ、
職員の資格要件等を変更する

○認定こども園の実態把握と対応をする所管
課

●議案第 45号　港区家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例
国の「家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準」の一部改正を踏まえ、満3歳以上限
定小規模保育事業に係る運営基準の追加等を
する
○三歳以上限定小規模保育事業が認められて
いた自治体と区内での可能性

●議案第 46号　港区特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例
国の「特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準」の一部改正を踏まえ、満３

歳以上限定小規模保育事業に係る運営基準の
追加等をする

●議案第 68 号　児童相談所を設置する特別
区における措置費共同経理課の共同設置に
関する規約の変更に係る協議について
杉並区が児童相談所を設置することを踏まえ、
規約の一部を変更する
○杉並区が加わることに伴う港区の負担額の
変更有無

○港区が幹事区になる時期及び共同経理課へ
の派遣人数

閉会中の委員会活動
◆主な報告事項
◇（仮称）東麻布二丁目複合施設公共施設棟
の愛称募集

◇港区保健福祉基礎調査の結果

●区長報告第 3号　専決処分について（港区
特別区税条例の一部を改正する条例）
「地方税法等の一部を改正する法律」が令和8
年3月31日に公布され、「地方税法」が一部改
正されたことに伴う、条例の一部改正

●区長報告第 4号　専決処分について（アメ
リカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自
動車等に対する軽自動車税の種別割の賦課
徴収の特例に関する条例の一部を改正する
条例）

「地方税法等の一部を改正する法律」が令和8
年3月31日に公布され、「地方税法」が一部改
正されたことに伴う、条例の一部改正

●議案第 39 号　港区特別区税条例の一部を
改正する条例
「地方税法」の一部改正に伴い、特定一般用医
薬品等購入費の支払に係る医療費控除の特例
の適用期限を廃止するほか、規定を整備する
○土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係
る課税の特例において土砂災害特別警戒区
域を除外した趣旨について、譲渡ではなく
建て直す場合

●議案第 47 号　港区奨学資金に関する条例
の一部を改正する条例
給付型奨学金の対象となる多子世帯に該当する
世帯等の範囲を拡大する
○港区における多子の定義
○取組の周知を強化すること

閉会中の委員会活動
◆主な報告事項
◇中央区制 80周年記念・港区政 80周年記
念東京湾大華火祭の実施概要

◇パリ市 15区への青年海外派遣事業

区 民 文 教

●議案第 40号　港区立児童遊園条例の一部
を改正する条例
三田松坂児童遊園を廃止する
○再整備後における地域行事の継続
○暫定ひろばの管理

●議案第 64号　訴えの提起について
建物収去土地明渡し等の請求に関する民事訴
訟を提起する
○同様の事例

●議案第 67号　指定管理者の指定について
芝公園駅自転車駐車場の指定管理者を指定
する
○自転車駐車場の安全対策
○収支計画の妥当性

閉会中の委員会活動
◆主な報告事項
◇令和7年度道路下空洞調査の調査結果と対
応状況

◇緑による二酸化炭素吸収・固定量等見える
化指針の策定

建 　 　 設

港区立芝公園駅自転車駐車場視察の様子

●こどもまんなか・少子化等対策
◆主な報告事項
◇少子化対策に係る子育て当事者等からの意見聴取

●ＤＸ推進・行財政等対策
◆主な報告事項
◇令和7年度港区版ふるさと納税制度の実績
◇「将来に向けた持続可能な区役所への改革」に係る民間ビルの借用

●交通等対策
◆主な報告事項
◇令和 7年港区内の交通事故概要
◇第 12次港区交通安全計画（素案）

●環境等対策
◆主な報告事項
◇「（仮称）東京科学大学田町キャンパス土地活用事業」環境影響調査書案

●海外修学旅行調査
◆主な報告事項
◇令和 8年度の港区中学校海外修学旅行の実施

特別委員会の活動記録
閉会中の委員会活動
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議
決
結
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区長報告
第 3 号 専決処分について（港区特別区税条例の一部を改正する条例） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

区長報告
第 4 号

専決処分について（アメリカ合衆国軍隊の構成員等の所有する軽自動車等に対する
軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例に関する条例の一部を改正する条例） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

区長報告
第 5 号 専決処分について（港区立西麻布二丁目児童遊園整備工事請負契約の変更） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

区長報告
第 6 号 専決処分について（損害賠償額の決定） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

区長報告
第 7 号 専決処分について（損害賠償額の決定） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

区長報告
第 8 号 専決処分について（損害賠償額の決定） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

区長報告
第 9 号 令和７年度港区一般会計予算繰越明許費繰越計算書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

区長報告
第 10 号 令和７年度港区一般会計予算事故繰越し繰越計算書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

議案
第 36 号 港区個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 37 号 港区長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 38 号 港区職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 39 号 港区特別区税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 40 号 港区立児童遊園条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 41号 港区児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 42 号 港区一時保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 43 号

港区幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 44 号

港区幼保連携型認定こども園以外の認定こども園の認定の要件を定める条例の一
部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 45 号

港区家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 46 号

港区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 47 号 港区奨学資金に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 48 号

令和８年度港区一般会計補正予算（第１号）
●�歳入歳出それぞれ13億9,429万8千円を追加し、総額をそれぞれ2,156億9,429
万8千円とする。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 原案可決

議案
第 49 号

令和８年度港区介護保険会計補正予算（第１号）
●�歳入歳出それぞれ2億7,869万8千円を追加し、総額をそれぞれ202億 8,607
万9千円とする。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 50 号 工事請負契約の承認について（五之橋架替工事（護岸整備等）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 51号 工事請負契約の承認について（港区立高輪子ども中高生プラザ等機械設備改修工事）　　　　〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 52 号 工事請負契約の承認について（港区みなと保健所機械設備改修工事）　　 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 53 号 工事請負契約の承認について（港区立高松中学校電気設備改修工事（Ⅲ期）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 54 号 工事請負契約の変更について（東麻布一・二丁目地区電線共同溝整備工事） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 55 号 物品の購入について（港区芝浦港南地区総合支所等電話交換機等） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 56 号 物品の購入について（港区立みなと芸術センターグランドピアノ（ヤマハ社製）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 原案可決

議案
第 57 号

物品の購入について（港区立みなと芸術センターグランドピアノ（スタインウェイ＆サ
ンズ社製）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 原案可決

議案
第 58 号 物品の購入について（行政情報システム用ネットワーク機器） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 59 号 物品の購入について（携帯トイレセット） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 60 号 物品の購入について（図書館資料自動貸出機等） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案等の審議結果
各会派の態度　　○…賛成　　×…反対
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区 長 提 出 案 件 ……………………………………………………………………………………………………………………
〇港区長の在任期間に関する条例（令和7年2月19日提出）

継続審査とした案件

　港区議会では、「みなと区議会だより」のほか、ホームページでの動画配信（ライブ配信・録画中継）、フェイスブックなどを活用して、
区議会のさまざまな情報をお届けしています。ぜひ、区議会の情報をご覧ください。

区議会の情報をご覧ください

採 択 と し た 請 願 ………………………………………………………………………………………………………………… 	
総  「日本国国章損壊の罪」の早期制定を求める請願（令和8年6月17日受理）

継続審査とした請願 ………………………………………………………………………………………………………………… 	
環  羽田都心飛行ルートはやめ、従来の海上ルートに戻すよう国に求める請願（令和5年6月22日受理）
保  兄弟姉妹を同保育園に入園できるような制度改善に関する請願（令和5年9月12日受理）
区  都営住宅の自治会申請における設立同意書に関する請願（令和6年7月18日受理）
総  「選択的夫婦別姓制度の導入を求める意見書」採択に関する請願（令和6年11月28日受理）
建  「（仮称）港区三田五丁目計画」に関する請願（令和6年11月28日受理）
総  防災士資格取得費用助成に関する請願（令和7年2月25日受理）
総  「選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書」採択に関する請願（令和7年2月25日受理）
総  �旧姓の通称使用を拡充し、第5次男女共同参画基本計画に沿った政策の推進を求める意見書の提出を求める請願� �
（令和7年2月25日受理）
保  成年後見制度における区長申立に関する請願（令和7年2月25日受理）
区  区立本村幼稚園に関する請願（令和7年2月25日受理）
区  地方消費者行政の維持・強化のための対策を求める意見書を国会等に提出することを求める請願（令和7年11月28日受理）
保  知的障害者のためのグループホームおよびショートステイ施設設置に関する請願（令和8年2月20日受理）
総  �議員監査委員の解任を求める請願（令和8年6月17日受理）
建  再開発協議会における住民の意見を反映させる制度作りを求める請願（令和8年6月17日受理）

皆さんから提出された請願 【審議した委員会】　　　総＝総務常任委員会　　　　保＝保健福祉常任委員会　
建＝建設常任委員会　　区＝区民文教常任委員会　　環＝環境等対策特別委員会

令和 8 年第 2 回定例会　案件名
自
民
党 

議
員
団

み
な
と 

未
来
会
議

港
区
保
守
系

議

員

団

公
明
党 

議
員
団

立
憲
民
主
党

議

員

団

共
産
党 

議
員
団

港
区
れ
い
わ

新

選

組

都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会

小
倉
り
え
こ

参
政
党
の
会

議
決
結
果

議案
第 61号 物品の購入について（港区立小学校及び港区立中学校学習机等） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 62 号 物品の購入について（港区立小学校及び港区立中学校ちゅう房機器） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 63 号 物品の購入について（港区立箱根ニコニコ高原学園ちゅう房機器） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 64 号 訴えの提起について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 65 号 損害賠償額の決定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 66 号 損害賠償額の決定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 67 号 指定管理者の指定について（港区立芝公園駅自転車駐車場） 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案
第 68 号

児童相談所を設置する特別区における措置費共同経理課の共同設置に関する規約
の変更に係る協議について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

請願８
第 4 号 「日本国国章損壊の罪」の早期制定を求める請願 〇 〇 〇 × × × × 〇 × 〇 採択

●動画配信
　本会議及び予算・決算特別委員会の様子を、インター
ネットでライブ配信・録画配信しています。録画配信は、
お好きな時間にパソコンやスマートフォン等でご覧いただけます。ま
た、本会議での議員の代表・一般質問及び区長の施政方針・所信表
明の映像では、手話通訳映像及び字幕もあわせてご覧いただけます。

●フェイスブック
　会議のお知らせや、さまざまな
活動について情報発信しています。
皆さんからの「いいね！」をお待ち
しています。
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定例会・臨時会の開会状況

委員会の開会状況

請願の委員会別審査結果

令和 7年の議会活動（令和７年1月1日～12月31日）

区分
委員会名 採 択 不採択 取下げ 継 続

審査中 計

総務常任委員会 1 1 4 6 

保健福祉常任委員会 1 1 2 4 

建設常任委員会 1 1 2 

区民文教常任委員会 3 3 

環境等対策特別委員会 1 1 

議会運営委員会 1 1 

計 3 2 1 11 17 

月
委員会名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総　　　　　務 2 4 2 1 0 2 2 0 3 2 1 6 25

保　健　福　祉 1 3 2 1 1 2 3 0 2 2 1 4 22

建　　　　　設 1 3 2 1 0 3 4 0 2 2 1 3 22

区　民　文　教 2 4 2 1 1 2 2 0 2 2 1 5 24

小　　　　　計 6 14 8 4 2 9 11 0 9 8 4 18 93

特
　
別
　
委
　
員
　
会

防災・危機管理等安全対策 0 0 2 0 0 0 1 0 0 1 0 1 5

こどもまんなか・ 少子化等対策 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 6

ＤＸ推進・行財政等対策 1 0 2 0 0 0 2 0 0 2 0 2 9

交通等対策 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 5

環境等対策 1 0 1 0 0 0 2 0 0 1 0 1 6

海外修学旅行調査 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 1 1 7

7 年度予算 1 9 10

6 年度決算 6 4 10

小　　　　　計 2 1 17 1 0 1 8 0 7 11 3 7 58

議会運営委員会 2 4 2 0 0 3 2 0 3 1 3 4 24

合　計 10 19 27 5 2 13 21 0 19 20 10 29 175

（日）

（件）

会　議　名 会　　　期 延日数 本会議日数

第１回臨時会 １月８日 １日 １日

第１回定例会 ２月 19 日～３月 21日 31日 ６日

第２回定例会 ６月 25 日～７月４日 10 日 ３日

第３回定例会 ９月 11日～10 月９日 29 日 ３日

第４回定例会 11月 27 日～12 月５日 ９日 ４日

第２回臨時会 12 月 25 日 １日 １日

計 81日 　18 日
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議案・請願等の議決等件数
会議名

種類別

第 1 回 
臨時会 

（1 月）

第 1 回 
定例会 

（2 月）

第 2 回 
定例会 

（6 月）

第 3 回 
定例会 

（9 月）

第 4 回 
定例会 

（11 月）

第 2 回 
臨時会 

（12 月）
計

区
　
　
　
　
長
　
　
　
　
提
　
　
　
　
出

条例の制定改廃 （地方自治法第 96 条第 1 項第 1 号） 29 14 1 16 60

予算（地方自治法第 96 条第 1 項第 2 号） 1 7 2 2 3 1 16

決算（地方自治法第 96 条第 1 項第 3 号） 4 4

契約の承認（地方自治法第 96 条第 1 項第 5 号） 4 5 2 5 16

包括外部監査契約の承認（地方自治法第 252 条の 36 第 2 項） 0

土地の交換（地方自治法第 96 条第 1 項第 6 号） 0

建物の購入（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 0

土地の購入（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 0

物品の購入（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 8 2 5 15

建物の売払い（地方自治法第 96 条第 1 項第 8 号） 0

訴えの提起・和解 ( 地方自治法第 96 条第 1 項第 12 号 ) 2 2

損害賠償額の決定（地方自治法第 96 条第 1 項第 13 号） 1 1

指定管理者の指定について 1 2 3

特別区道路線の認定・廃止等 2 3 5

人事の同意・推薦 9 2 11

町の区域の新設・変更 0

区長報告

専決処分の承認（地方自治法第 179 条） 1 1

専決処分の承認（地方自治法第 180 条） 3 2 10 15

その他 2 2

小　　　　　計 1 50 42 15 42 1 151

議
　
員
　
提
　
出

条例等 1 1

意見書・要望書・決議 1 1

調査案件 0

その他 2 2

小　　　　　計 0 1 2 1 0 0 4

そ
　
　
の
　
　
他

選挙 2 2

常任委員会委員の選任・辞任 4 4

運営委員会委員の選任・辞任 1 1

特別委員会の設置 1 1 2

特別委員会委員の選任・辞任 1 6 1 8

常任委員会委員の所属変更 0

その他 1 1

小　　　　　計 0 2 13 3 0 0 18

請
　
　
願

採択 2 1 3

不採択 2 2

取下げ 1 1

審議未了 0

小　　　　　計 0 1 2 3 0 0 6

合　　　　　計 1 54 59 22 42 1 179

（件）
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◆この「区議会だより」は、新聞折り込みのほか、区の主な施設の窓口にも置い
てあります。また、郵便局、公衆浴場、東京メトロ８駅、ＪＲ（品川・高輪ゲート
ウェイ・田町・浜松町・新橋）５駅、ゆりかもめ５駅などに置いてあります。

◆個別送付も行っていますので、ご希望の方はご連絡ください。
◆「区議会だより点字版」「声の区議会だより」も発行していますので、ご利用

ください。「声の区議会だより」はホームページにも掲載しています。

【申し込み・問い合わせ】区議会事務局議会広報担当　電話　03-3578-2920

港区イノベーションラボ特別企画「議員交流会」が開催されました
　区では令和８年度からの新たな取組として、中高生が「研究
員」となり、自らが関心のある区の課題について研究し、政策
提案を行う「港区イノベーションラボ」を実施しています。
　「港区イノベーションラボ」の特別企画として、５月３１日（日）
に「議員交流会」が開催されました。当日は、区議会議員が「研
究員」からの質問に答え、議員の役割や活動について説明す
るなど、区議会への理解と関心を深める機会となりました。
　開催に当たり、土屋準議長からは区議会についての説明が
行われました。

議会人事の動き
会派結成及び会派所属議員の異動
　令和 8 年 5 月 31 日付で新会派『参政党の会』が結成され、とよ島くにひろ議員が所属会派『港区保守系議員団』
から『参政党の会』へ異動しました。

議員の連絡先の変更
池田　たけし　　住所：港区麻布十番 1-3-9　TBC 麻布 506

あとがき
令和8年第3回定例会は9月10日に開会する予定です。
編集委員
副議長 玉 木 ま こ と

ま せ のりよし 新　藤 加　 菜
石 渡 ゆ き こ 池　田 た け し

中高生の「研究員」から
  質問  
・今の港区のいいところと課題を教えてください。
・なぜ区議会議員になろうと考えたのですか。
・�何時に起きて、何時に寝るなど区議会議員の１日の生

活を教えて下さい。など

  感想  
・�議員交流会を通じて、議員を身近に感じることができ

た。
・議員の仕事は大変な仕事であると感じた。など


